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12月放送のCTY-FM「よっかいち　わいわい人探訪！」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）

全国中学校体育大会陸上女子
1500mで優勝

内部中学校 3 年　是
こ れ

枝
え だ

愛
あ い

香
か

さん

利かなと感じました。予選は余力を残して走り、
決勝では800mで先頭に出て、残り200mのラ
ストスパートで後続を振り払い、逃げ切りまし
た。自分のペースで走り、目標としていた優勝
を手にし、地域にも貢献できたことがうれしか
ったです。

家族の応援が心の支えに
高校時代に駅伝選手だった父の影響を受け、
幼稚園の頃からマラソン大会に出ていました。
小学４年生で「内部陸上少年団」に入団し、中
学１年生から「四日市ウェルネスクラブ」に入り、
自信があった持久力を生かせる1500mを選択
しました。中央緑地で週３日、午後７時から２
時間ほどトレーニングに励んでいます。
父と母、妹２人もマラソンが好きで、休日に

は家族全員で６kmくらい走ることもあります。
家族の応援がいつも心の支えになっています。

練習を信じて走れば結果がついてくる楽しさ
中距離は持久力とスタミナ、そしてスピード

も求められる競技です。一定のペースで走り続
ける練習を繰り返し、自分の体にラップタイム
を覚えこませ、走る能力を高めていきます。練
習をこなす達成感や、走るごとに速くなって結
果がついてくることが陸上の楽しみです。
憧れの選手は、中距離界で日本を代表する田

中希
のぞ

実
み

さん。小柄ですが世界の選手と戦う姿に
心惹かれます。
高校生になっても陸上を続け、１年生でイン

ターハイ出場、２年生で戦う力を付け、３年生
で優勝を目指せる選手になりたいです。

地域に貢献できうれしかった
全中には３年連続で出場していますが、今回
は優勝を目標に練習を積んできました。
大会当日は天候の影響で、予選と決勝が同日
となり１日に２回走ることになりました。異例
のことでしたが体力には自信があったので、有

８月に開催された「全国中学校体育大会（全
中）」の陸上女子1500mで、県勢初となる優勝
に輝いた是枝愛香さん。小さい頃から走ること
が好きで、「四日市ウェルネスクラブ」に所属
し力をつけてきました。
10月に滋賀県で開かれた「国民スポーツ大
会」では、少年女子Ｂ1500mで、高校１年生
を相手に会心の走りを見せ、県の中学生新記録
となる４分25秒81を打ち立て３位入賞を果た
しました。

トラックを走る練習中の是枝さん 優勝の報告に市役所を訪れた是枝さん 全国中学校体育大会会場で

→
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人権のひろば
毎月

22日は「人権
を確かめ合う日」です

人権・同和教育シリーズ

問 人権・同和教育課
（ TEL 354-8253　 FAX  354-8308）

10月27～31日に、村山議長とともに、友
好都市中国天津市を、本市の公式訪中団とし
て訪問しました。私と議長にとっては初めて
の天津市訪問でしたが、車窓から見える高層
ビル群や、海

かい

河
が

沿いの夜景、街行く人々の活
気ある姿などはとても印象的でした。
現地では、記念式典への出席をはじめ、よ
り高い水準での都市間交流と協力を実現する
ための宣言書を交わしました。
また、中国とシンガポールが共同で進めて
いる環境先進都市開発プロジェクト「中新天
津エコシティ」の説明を受け、関係者と意見
を交わしました。これは、環境共生と省資源、

資源循環をコンセプトとした中国最大級の取
り組みの一つです。さらに、本市の都市開発
の参考とするため、天津新港、濱

ひん

海
かい

新区の図
書館などを視察しました。
さらに、11月には、天津環境交流事業の

ため、天津市の行政関係者を本市に受け入れ、
水環境汚染防止に関する意見交換や講義を行
ったほか、市内事業所の取り組みを見学して
いただきました。
今後も、天津市とは相互訪問と多様な交流

を通じ、よりよい友好都市関係を築いていき
ます。

 天津市との45周年記念事業 

私たちはインターネット、SNSの普及やAI
の進歩により、多くの情報を容易に得られる
ようになりました。その一方で、自分の興味
のある情報や自分にとって都合の良い情報ば
かりを得てしまい、物事を偏った視点で見て
しまう危険性もあります。そして、情報に対
する知識が十分でなかったり、一面的な視点
でしか見ることができなかったりすると、情
報をそのまま信じ込んでしまい、インター
ネット上の誹謗中傷や差別的な情報の拡散
につながり、今それが社会問題となっていま
す。悪意がなくても知らず知らずのうちに、
人を傷つける言動をしてしまっていることも

あります。
私たちには、インターネットや各種メディ

アから得られるさまざまな情報を正しく見分
け、情報を主体的に読み解く力が必要です。
こうした力を「メディア・リテラシー」と呼
びます。本市では、市内のすべての公立小・
中学校で、児童生徒にリーフレットを配布し、
出前授業を通じて、こどもたちのメディア・
リテラシー養成に取り組んでいます。
皆さんもメディア・リテラシーについて学

び「それって本当かな？」を合言葉に、情報
の真偽を確かめる習慣を身に付けましょう。

「それって本当かな？」を合言葉に 
リーフレット
（小学生）

リーフレット
（中学生）
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